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保
護
者
の
皆

様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
旭
農
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
ク
ラ
ブ

後
援
会
活
動
へ

の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
近
江
校
長
先
生
を
は
じ
め
教
職

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
で
コ
ロ
ナ
で
の
制
限
か

ら
開
け
た
通
常
日
程
に
戸
惑
う
こ
と
な

く
、
生
徒
た
ち
へ
の
関
り
を
今
ま
で
以
上

に
増
や
し
て
頂
き
、
保
護
者
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。学

校
行
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
高
体
連

や
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
祭
な
ど
計
画

さ
れ
た
様
々
な
行
事
も
順
調
に
遂
行
さ

れ
、
つ
い
先
日
に
は
二
年
生
の
見
学
旅
行

も
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
て
併
せ
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
か
ら
冬
へ
向
か
う
季
節
で
す
が
、
来

春
卒
業
を
迎
え
る
三
年
生
は
進
学
や
就
職

活
動
に
戸
惑
う
日
々
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
思
い
描
く
理
想
を
現
実
へ
と
な
す
努

力
は
今
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

苦
し
い
時
で
も
学
生
生
活
で
育
ん
だ
友
人

や
応
援
し
て
く
れ
る
両
親
、
時
に
は
先
生

に
も
相
談
し
、
互
い
に
協
力
し
て
様
々
な

理
不
尽
へ
と
立
ち
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
新

し
い
未
来
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
だ
独
り
立
ち
す
る
に
は
時
間
が
あ
る

二
年
生
や
一
年
生
は
、
今
し
か
な
い
青
春

を
目
一
杯
楽
し
ん
で
今
後
の
た
め
に
沢
山

の
友
人
を
作
っ
て
下
さ
い
。
き
っ
と
力
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
誌
面
掲
載
に
あ
た
り
自
分
か
ら

皆
様
に
何
か
伝
え
る
事
が
あ
る
か
大
変
悩

み
ま
し
た
が
、
率
直
な
今
の
感
想
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
平
成
二
年
の
農
業
科
卒
で
あ

り
、
一
男
二
女
の
子
供
が
い
ま
し
て
長
女

も
食
品
科
卒
で
す
。

娘
も
入
学
当
初
は
、
特
に
将
来
の
目
標

も
な
く
入
学
し
た
の
で
す
が
、
今
で
は
管

理
栄
養
士
に
な
る
べ
く
大
学
で
学
ん
で
お

り
、
旭
農
で
学
ん
だ
事
が
き
っ
か
け
で
将

来
の
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

私
の
仕
事
は
水
産
市
場
へ
勤
務
し
て
お

り
農
業
関
連
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
家

が
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
農
繁
期
に
は
手

保
護
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
日

頃
よ
り
本
校
教

育
推
進
に
特
段

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
事
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
食
糧
供
給
と
農
業
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
契
機
と
な
り
ま

し
た
。
感
染
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
の
停

滞
や
物
流
の
混
乱
は
、
食
糧
供
給
の
不
安

定
さ
を
露
呈
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
食
料
調

達
の
リ
ス
ク
を
示
し
ま
し
た
。日
本
で
は
、

食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
輸
入
の
制
約
や
遅
延
が
生

じ
、
国
内
供
給
の
弱
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
や

国
内
農
業
の
活
性
化
が
、
よ
り
重
要
な
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。農

業
は
、
国
の
根
幹
で
あ
り
食
糧
供
給

の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
、
持
続
可
能

な
農
業
と
食
料
自
給
の
強
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
従
っ
て
、
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま

え
、
農
業
と
食
糧
供
給
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
国
内
の
食
料
生
産
能
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
の
食
料
安
全

保
障
を
確
立
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
の

予
期
せ
ぬ
事
態
に
対
す
る
備
え
を
強
化
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
、
農
業
人

口
の
急
減
な
ど
を
踏
ま
え
、
農
政
の
憲
法

と
言
わ
れ
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
が
二
十
五
年
ぶ
り
に
改
正
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
改
正
は
、
法
律
の
基
本
理
念

伝
う
こ
と
も
あ
り
高
校
時
代
に
学
ん
だ
事

や
職
場
で
の
経
験
が
役
立
つ
事
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
必
ず
こ
の
学
校
で

学
ん
だ
事
が
役
に
立
つ
日
が
く
る
と
思
い

ま
す
。
三
年
間
と
い
う
短
い
高
校
生
活
で

す
が
、
様
々
な
事
に
興
味
を
持
ち
、
将
来

の
目
標
を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
ま
も
な
く
師
走
を
迎
え
今
年
も

残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
す

が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
体
に
充

分
気
を
付
け
て
良
い
お
年
を
迎
え
て
頂
く

こ
と
を
願
い
、
今
後
と
も
旭
農
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

ク
ラ
ブ
後
援
会
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
様
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

に
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」
を
新
た
に

加
え
、
農
産
物
や
資
材
の
安
定
的
な
輸
入

を
図
る
ほ
か
、
農
業
法
人
経
営
基
盤
の
強

化
や
ス
マ
ー
ト
技
術
を
活
用
し
た
、
生
産

性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
料
の
安
定

供
給
を
政
府
に
求
め
る
付
帯
決
議
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
食
糧
自
給
率
が
四

割
を
切
っ
て
い
る
今
、
国
の
未
来
を
考
え

る
と
農
業
は
他
の
産
業
を
支
え
る
基
盤
で

あ
り
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

す
。本

校
は
、
農
業
や
食
産
業
、
自
然
景
観

や
環
境
及
び
観
光
な
ど
の
未
来
を
担
う
人

材
の
育
成
の
為
に
資
質
能
力
の
向
上
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
教

育
を
通
じ
て
生
徒
の
興
味
を
引
き
出
し
、

実
社
会
で
活
躍
で
き
る
ス
キ
ル
を
育
成
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
農
業
を
経
済

基
盤
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
、
地
域
社
会

や
文
化
・
経
済
を
支
え
る
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
校
の
農
業
に
関
す

る
研
究
は
農
業
・
食
品
産
業
界
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、
本
校
へ
の
関
心
と
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
後
と
も
生
徒
が
「
旭
川
農

業
高
校
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
教
育
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
教
育
の
振
興
を
通
じ
て
、

生
徒
の
夢
の
実
現
を
よ
り
一
層
す
す
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
の
百

年
を
見
据
え
、
新
た
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
生
徒
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
る

生
徒
、
部
活
動
・
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
で
感

動
を
生
み
出
す
生
徒
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
で

生
徒
の
可
能
性
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
後
援
会
長
よ
り

ク
ラ
ブ
後
援
会
長小

林

英
範

つ
ぎ
の
百
年
を

見
据
え
て

校
長

近
江

勉
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令
和
六
年
度

生
徒
会
役
員
及
び

農
業
ク
ラ
ブ
役
員

■
新
生
徒
会
役
員

会

長

大
黒
谷
皓
斗
（
２
Ａ
）

副
会
長

ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク

ニ
ー
ナ
（
２
Ｍ
）

副
会
長

星
野

桃
菜
（
２
Ｍ
）

書

記

大
野

莉
凰
（
２
Ｍ
）

書

記

箭
内

結
來
（
１
Ｍ
）

会

計

木
下

栞
（
２
Ｌ
）

会

計

渋
谷

瑚
白
（
１
Ｌ
）

監

査

加
藤

礼
音
（
２
Ｍ
）

監

査

佐
藤

葵
（
１
Ｆ
）

監

査

髙
橋

桐
生
（
１
Ｆ
）

保
健
安
全
委
員
長

九
軒

怜
央
（
１
Ｆ
）

風
紀
委
員
長土

門

千
夏
（
１
Ｌ
）

■
新
農
業
ク
ラ
ブ
役
員

会

長

齊
藤
あ
か
り
（
２
Ｍ
）

副
会
長

関
澤

唯
斗
（
２
Ａ
）

副
会
長

吉
田
歩
乃
果
（
２
Ｌ
）

書

記

上
西

愛
実
（
２
Ｍ
）

書

記

村
椿
こ
こ
み
（
１
Ｍ
）

会

計

香
西

結
月
（
１
Ｍ
）

会

計

大
沼

尚
央
（
１
Ｌ
）

監

査

松
田

光
稀
（
１
Ａ
）

監

査

佐
藤

慈
恋
（
１
Ｆ
）

監

査

中
島

歩
夢
（
１
Ｆ
）

▲生徒会執行部

▲農業クラブ執行部

十
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
に
岩
手
県

で
行
わ
れ
た
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
出

場
し
て
き
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
に

二
チ
ー
ム
七
名
、
平
板
測
量
競
技
会
に
四

名
、
農
業
鑑
定
競
技
会
に
五
名
、
家
畜
審

査
競
技
会
に
１
名
、
意
見
発
表
大
会
に
一

名
、代
議
員
会
に
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
私
た
ち
の
班
は
、
本
番
で
緊
張
せ

ず
に
い
つ
も
の
通
り
の
発
表
が
で
き
る
よ

う
、
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
発
表
を
す
る
ま
で
に
は
、
様
々
な

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
度
に
班
の
絆
が

深
ま
り
、
発
表
の
質
も
よ
り
高
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
活

動
を
全
国
の
舞
台
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
全
国
と
い
う
場
を
経
験
し
、

様
々
な
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

こ
う
し
て
、
私
た
ち
三
年
生
の
専
攻
班

活
動
に
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。
来
年

は
、
後
輩
達
が
全
国
大
会
に
出
場
し
、
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
出
場
者

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

分
野
Ⅱ
類

出
場

柏
原

充
（
３
Ａ
）

塚
本

将
也
（
３
Ａ
）

平
田

尚
哉
（
３
Ａ
）

分
野
Ⅲ
類

優
秀
賞
受
賞

伊
藤

皐
夢
（
３
Ａ
）

澁
谷
く
ら
ら
（
３
Ａ
）

野
村

琉
光
（
３
Ａ
）

渡
邊

真
彩
（
３
Ａ
）

○
意
見
発
表
会

分
野
Ⅱ
類

出
場

前
中
那
津
美
（
３
Ｍ
）

○
平
板
測
量
競
技
会

出
場

竹
内

遥
紀
（
２
Ｆ
）

土
谷

紀
裕
（
２
Ｆ
）

中
山

琉
仁
（
２
Ｆ
）

鉢
呂

育
久
（
２
Ｆ
）

○
農
業
鑑
定
競
技
会

分
野
野
菜

優
秀
賞
受
賞

江
口

敏
紀
（
２
Ａ
）

分
野
食
品

出
場

畑
中

悠
寿
（
３
Ｍ
）

分
野
森
林

優
秀
賞
受
賞

相
馬

蒼
生
（
２
Ｆ
）

分
野
生
活

出
場

星
野

綾
菜
（
３
Ｌ
）

分
野
生
活

出
場

宮
田

栞
菜
（
１
Ｌ
）

○
家
畜
審
査
競
技
会
（
乳
用
牛
の
部
）

優
秀
賞
受
賞

八
木
橋
琴
音
（
２
Ａ
）

○
式
典
旗
手
・
秋
季
代
議
員
会
参
加

川
村
玲
衣
奈
（
３
Ｍ
）

第
七
十
五
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
に
参
加
し
て

農
業
科
学
科
三
年

平
田

尚
哉

令
和
六
年
十
一
月
十
四
日
（
木
）、
第

二
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ク
ラ
ブ
後
援
会
役
員
会
終

了
後
に
本
校
を
会
場
に
令
和
六
年
度
旭
川

農
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
が
次
の
通
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

・
農
業
科
学
科：

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

・
食
品
科
学
科：

食
品
加
工
体
験
（
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
製
造
）

・
森
林
科
学
科：

木
工
体
験
（
１
０
０
均

Ｄ
Ｉ
Ｙ

木
製
ボ
ッ
ク
ス
）

・
生
活
科
学
科：

菓
子
製
造
体
験
（
ガ
ト

ー
シ
ョ
コ
ラ
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
は
保
護
者
の
皆
様
方
が
体

験
す
る
学
科
を
選
び
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
普
段
、
専
門
授
業
で
学
び
身
に
つ
け
た

技
術
を
、
生
徒
た
ち
が
講
師
と
な
り
参
加
者

に
伝
え
る
と

い
う
形
式
で

研
修
を
行
い

ま
し
た
。
次

年
度
も
是
非
、

多
く
の
方
々

に
ご
参
加
頂

き
、
生
徒
た

ち
の
学
び
の

深
さ
や
各
学

科
の
特
徴
等

に
ふ
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
九

日
の
間
、
四
泊
五
日
の
修
学
旅
行
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
天
保
山
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
、
吉
本
新
喜
劇
、
清
水
寺
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
き

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
が
三
日
目
の
関
西
自
主
研
修

で
見
た
金
閣
寺
で
す
。
私
は
歴
史
に
興
味

が
な
か
っ
た
の
で
、
見
学
旅
行
に
行
く
ま

令
和
六
年
度

旭
川
農
業
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
研
修
会

修
学
旅
行
を終

え
て

食
品
科
学
科
二
年

松
井

夢

▲集合写真（岩手大会）

▲意見発表会写真（岩手大会）
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で
は
歴
史
的
建
物
で
あ
る
金
閣
寺
に
も
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
実

際
に
行
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
建
物
の
外

壁
が
金
箔
で
覆
わ
れ
て
い
て
感
激
し
ま
し

た
。
天
候
が
良
か
っ
た
た
め
、
池
の
水
面

に
反
射
す
る
金
閣
寺
が
輝
い
て
美
し
か
っ

た
で
す
。
班
員
全
員
感
動
し
て
写
真
を
い

っ
ぱ
い
撮
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
修
学
旅
行
を
通
じ
て
、
目
的
で

あ
る
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
知
識

や
経
験
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
旅
行

と
い
う
集
団
生
活
を
通
し
て
社
会
性
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

経
験
を
今
後
の
学
校
生
活
、
人
生
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
部
活
動
報
告

演
劇
部
部
長

農
業
科
学
科
三
年

栁
谷

空

今
年
度
も
演
劇

部
は
い
く
つ
か
の

舞
台
を
作
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
初

め
に
新
入
生
勧
誘

公
演
で
す
。
二
、
三
年
生
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
、
五
名
が
入
部
し
て

く
れ
ま
し
た
。
マ
ジ
で
感
謝
。
次
は
劇
団

氷
点
華
で
の
公
演
で
し
た
。
他
校
の
演
劇

部
員
と
協
力
し
た
結
果
、
最
高
の
劇
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
と
、
め
っ
ち

ゃ
泣
き
ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
生
の
活
動

と
し
て
は
最
後
で
あ
る
高
文
連
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
乗
り
越
え
た

結
果
、
全
道
は
逃
し
た
も
の
の
優
秀
賞
を

い
た
だ
き
、
こ
の
上
な
い
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
と
、
め
っ
ち
ゃ

泣
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
三
年
間
活
動
で
き
た
の
は
、

部
員
の
み
ん
な
、
先
生
方
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
の
更
な
る
活

躍
を
願
い
ま
す
。
三
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

書
道
部
部
長

生
活
科
学
科
三
年

土
門

美
里

今
年
度
の
上
川

地
区
大
会
の
高
文

連
は
富
良
野
高
校

を
当
番
校
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
他
校
の
書
道
部
員
の
作
品
を
鑑
賞
し

た
り
、
お
互
い
の
作
品
制
作
の
思
い
に
つ

吹
奏
楽
部
部
長

食
品
科
学
科
二
年

尾
形

祐
音

私
た
ち
吹
奏
楽

部
は
今
年
度
、
高

文
連
、吹
奏
楽
祭
、

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
旭
川
地
区
予
選

滑
上
川
支
部

特
選
作
品
（
３
Ｍ
曽
田
）

い
て
話
し
た
り
す
る
な
ど
充
実
し
た
大
会

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は

悔
い
が
残
っ
て
し
ま
う
部
員
も
多
く
い
た

大
会
で
し
た
が
、
今
年
度
は
そ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
一
人
一
人
が
個
人
の
作
品
と
向

き
合
い
作
品
作
り
を
頑
張
り
ま
し
た
。
結

果
、
四
名
が
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
小

樽
の
全
道
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
こ
れ
か
ら
後
輩
の
皆
さ
ん
は
来
年
の

大
会
に
向
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

書
道
の
知
識
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た

湊
先
生
、
部
活
を
し
や
す
い
よ
う
に
し
て

く
れ
て
い
た
高
野
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

滑
上
川
支
部

特
選
作
品
（
２
Ｍ
遠
藤
）

に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

八
月
に
行
わ
れ
た
旭
川
地
区
予
選

で
は
、
ゴ
ー
ル
ド
金
賞
と
い
う
目

標
に
向
け
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て

「
旭
農
サ
ウ
ン
ド
」を
追
求
し
ま
し

た
。
結
果
は
悔
し
く
も
銀
賞
で
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
出
し
切
り
、
私
た
ち
の
良
い
演

奏
を
ホ
ー
ル
で
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
今
年

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
日
々
の
練
習

に
励
み
、
ゴ
ー
ル
ド
金
賞
受
賞
、
そ
し
て

全
道
大
会
の
切
符
を
掴
め
る
よ
う
、
部
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
繋
い
で
き
た

「
旭
農
サ
ウ
ン
ド
」
を
追
求
し
続
け
ま
す
。

茶
道
部
部
長

生
活
科
学
科
二
年

門
口
美
羽
花

私
た
ち
茶
道

部
は
現
在
、
二
年

生
二
名
、
一
年
生

十
名
の
計
十
二

名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

昨
年
度
に
続
き
、
旭
農
祭
で
は
お
茶
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
年
は
二
年
生
が

お
点
前
を
披
露
し
ま
し
た
。
沢
山
の
お
客

様
が
来
て
下
さ
り
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
一
年
生
も
初
め
て
の
お

茶
会
で
緊
張
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
受
付

や
お
運
び
、
水
屋
の
仕
事
を
お
互
い
教
え

合
い
な
が
ら
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
七
月
の
お
茶
会
の
お
手

伝
い
、
十
月
に
護
国
神
社
で
の
茶
道
部
研

修
会
と
デ
ザ
イ
ン
都
市
旭
川
会
議
に
参
加

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
会
議
に
出
席
さ

れ
て
い
た
二
十
一
カ
国
の
方
々
に
お
点
前

を
披
露
し
た
り
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
部
部
長

食
品
科
学
科
三
年

中
野

桜

今
年
度
行
わ
れ

た
高
文
連
上
川
支

部
大
会
で
は
全
体

で
銅
賞
、
入
選
二

作
品
、
奨
励
賞
二

作
品
と
い
う
結
果
に
な
り
三
名
が
全
道
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
釧
路
市
で
行
わ
れ
た
全
道
大
会
で

は
入
選
と
佳
作
と
い
う
結
果
に
な
り
、
全

道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
の
中
に
は
高

校
生
の
柔
軟
な
心
で
表
現
し
た
独
自
性
の

あ
る
写
真
が
沢
山
あ
り
、
今
年
は
特
に
北

海
道
と
い
う
地
域
性
か
ら
か
「
生
き
物
」

第４８回全道高等学校写真展・研究大会
入選 二人の軌跡



（4）

を
撮
影
し
た
作
品
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
撮
影
会
で
は
惜
し
く
も
暴
風
雨

で
思
っ
た
撮
影
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
旭
川
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
景

色
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
四
日
間

で
し
た
。

最
後
ま
で
応
援
や
撮
影
協
力
を
し
て
頂

い
た
家
族
、
友
人
、
先
生
方
に
は
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
沢
山
素
敵
な
写

真
を
撮
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

美
術
部
部
長

食
品
科
学
科
三
年

高
橋

心
結

今
年
の
美
術
部

の
活
動
で
は
、
美

術
専
門
教
師
が
い

な
い
な
か
顧
問
の

相
馬
先
生
と
部
員

み
ん
な
で
協
力
し
知
識
を
補
い
な
が
ら
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
一
人
で
一
年

間
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
不
安

で
し
た
。
で
す
が
、部
員
の
皆
が
支
え
て
く

れ
た
お
か
げ
で
無
事
高
文
連
含
め
た
様
々

な
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
文
連
で
は
、
三
年
生
三
名
、
二
年
生

三
名
、一
年
生
四
名
の
計
十
名
が
参
加
し
、

う
ち
四
名
が
全
道
大
会
出
場
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
全
道
大
会
は

旭
川
で
開
催
さ
れ
、
本
校
も
当
番
校
の
一

つ
と
し
て
運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
全
道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
の

鑑
賞
や
、
旭
山
動
物
園
で
の
ス
ケ
ッ
チ
研

修
な
ど
、
普
段
の
活
動
で
は
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
経
験
が
多
く
、
部
員
た
ち
の
創
作

意
欲
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。来

年
度
も
み
ん
な
仲
良
く
頑
張
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

自
然
科
学
部
部
長

森
林
科
学
科
三
年

山
中

颯
大

私
た
ち
自
然
科

学
部
は
現
在
、
三

年
生
五
人
、
二
年

生
三
人
、
一
年
生

三
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
研
究
テ
ー
マ
を
新
た
に

決
め
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
研
究
を

し
て
い
き
た
い
か
を
部
員
全
員
で
日
々
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
幼
虫
を
飼

育
し
て
お
り
、
マ
ッ
ト
を
自
作
し
て
育
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の
研
究
で
は
、
自
作

マ
ッ
ト
に
キ
ノ
コ
バ
エ
の
卵
が
付
着
し
飼

育
カ
ゴ
の
中
で
大
量
発
生
し
て
し
ま
う
た

め
研
究
を
断
念
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
に
は
新
た
に
ア
リ

の
飼
育
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
う
ま
く
飼
育

で
き
ず
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

来
年
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
得
た
反
省

を
活
か
し
生
き
物
に
丁
寧
に
接
す
る
よ
う

心
が
け
な
が
ら
よ
り
よ
い
研
究
テ
ー
マ
を

見
つ
け
出
し
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

放
送
局
局
長

食
品
科
学
科
二
年

ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク

ニ
ー
ナ

放
送
局
で
は
、

平
日
の
昼
休
み
に

十
分
間
の
お
昼
の

放
送
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
校
生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い

た
曲
や
人
気
の
あ
る
曲
を
か
け
る
な
ど
、

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

放
送
局
は
こ
の
他
に
、
春
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
、
秋
に
は
高
文
連
の
大
会
が
あ
り
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
個
人
部
門
を
は
じ
め
、
テ
レ

ビ
番
組
を
作
成
し
て
発
表
す
る
制
作
部
門

に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
は
食
品
科
学
科
の
先
生
を
取

材
し
て
作
成
し
た
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

部
門
が
入
賞
。
高
文
連
の
大
会
で
も
地
元

の
商
店
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
部
門
で
入
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
道

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
放
送
技
術
を
向
上
さ
せ
、
よ
り

良
い
放
送
や
番
組
を
作
成
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
局
副
局
長

食
品
科
学
二
年

大
野

莉
凰

図
書
局
は
、
放

課
後
の
当
番
を
は

じ
め
、
新
し
く
入

荷
す
る
本
を
買
い

に
行
く
ブ
ッ
ク
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
や
新
聞
の
整
理
を
は
じ
め
と

す
る
図
書
室
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
高
文
連
図
書
委
員
研
究
会

は
、
旭
川
商
業
高
校
が
当
番
校
と
な
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
当
日
、
午
前
中
は

参
加
者
全
員
、『
東
川
ス
タ
イ
ル
』
の
筆

者
で
あ
る
小
島
敏
明
様
の
講
話
を
聴
き
ま

し
た
。
午
後
は
「
旭
川
中
央
図
書
館
バ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
聞

作
り
」「
蔵
書
印
作
り
」
の
三
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。私
は「
蔵

書
印
作
り
」
に
参
加
し
、
旭
川
実
業
高
校

の
先
生
か
ら
石
の
彫
り
方
や
コ
ツ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
校
の
参
加
者
と

も
交
流
が
で
き
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

二
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

の
魅
力
を
改
め
て
知
っ
た
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
局
長

食
品
科
学
科
三
年

髙
田

未
夢

今
年
度
は
、
旭

川
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
の
校
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
校

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
参
加
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
他
の
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
お
り
、
旭
川
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
外
部
団
体
と
の
連
携
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

高
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
５
類
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
が
と
て
も
参
加
し
や
す
く
な
り
、
校

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
交
通
安
全
運
動
も
行

い
ま
し
た
。
交
通
安
全
運
動
で
は
生
徒
の

交
通
安
全
の
指
導
を
す
る
事
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
次
年
度
は
も
っ
と
校
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
活
動
し
た
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高文連放送コンテスト北海道大会入賞


